
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
１
９
回 

 南
奥
駈
道
・
行
仙
宿
→
東
屋
岳
の
巡
視 

 ◇
実
施
日
： 

２
０
２
１
年
３
月
１
４
日
（
日
）
晴 

 ◇
参
加
者 

新
宮
発
：
沖
崎
吉
信
、
児
島
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
豊
嶋
寛
、
松
本
吉
殖
、
畑
林

秀
味
・
清
子
、
生
熊
千
満
子 

本
宮
町
：
江
頭
健
次
郎
、A

le
n

a
 

E
ck

e
lm

a
n

n
 

渓
友
会
：
吉
岡
章
（
奈
良
）、
柳
内
利
次
（
堺
） 

奈
良
県
：
高
橋
桂
太 

大
阪
府
：
野
崎
肇
、
梶
野
照
雄
、
今
中
三
恵
子 

三
重
県
：
山
川
治
雄
、
岩
本
信
行
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
名 

  

毎
回
の
行
事
参
加
者
数
は
７
～
８
人
が
普
通
で
、
多
く
て
も
１
０
人
程
だ
が
、

最
近
の
行
事
で
は
１
５
人
、
１
７
人
と
多
く
な
り
、
今
回
は
２
０
名
の
大
所
帯

と
な
っ
た
。
渓
友
会
の
吉
岡
章
、
柳
内
利
次
の
両
氏
の
他
、
江
頭
君
も
パ
ー
ト

ナ
ー
の

A
le

n
a

さ
ん
同
伴
で
参
加
、
今
中
さ
ん
と
野
崎
さ
ん
も
参
加
申
し
込

み
を
頂
い
た
。
人
数
が
多
い
と
直
近
に
キ
ャ
ン
セ
ル
も
出
た
り
、
迎
え
の
車
両

調
整
等
で
バ
タ
バ
タ
し
た
が
、
な
ん
と
か
当
日
を
迎
え
た
。 

 

朝
８
時
前
に
全
員
が
登
山
口
に
集
合
。
私
か
ら
本
日
の
組
分
け
、
作
業
内
容

や
注
意
事
項
な
ど
を
説
明
し
行
仙
宿
へ
向
か
っ
た
。
途
中
、
川
島
前
代
表
の
急

逝
現
場
で
線
香
を
供
え
て
合
掌
、
送
電
線
下
の
伐
採
地
か
ら
薪
を
手
に
行
仙
宿

に
到
着
し
た
。 

 
 

 
 

 

補
給
路
登
山
口
で 

 
 

 
 

線
香
を
供
え
る 

 
 
 

 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 

 
 

 

お
堂
で
勤
行 

 
 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

到
着
後
、A

le
n

a

さ
ん
に
導
師
を
お
願
い
し
て
、
お
堂
で
勤
行
、
心
経
を
全
員

で
唱
え
た
後
、
本
日
の
作
業
安
全
と
世
界
平
和
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
が
早
期
に
納



ま
る
よ
う
に
、
と
締
め
く
く
っ
て
頂
い
た
。 

 

車
両
回
送
の
３
名
（
沖
崎
、
畑
林
、
松
本
）
で
見
送
り
、
１
７
名
が
笠
捨
山

方
向
に
出
発
し
た
。 

【
行
仙
宿
・
車
両
回
送
班
】 

 

３
名
で
ま
ず
昨
年
１
２
月
に
ひ
っ
く
り
返
し
て
お
い
た
雨
水
槽
を
元
に
戻

す
作
業
を
行
う
。
３
０
～
４
０
分
で
３
カ
所
の
雨
水
槽
を
元
通
り
に
し
た
。 

続
い
て
畑
林
君
に
小
屋
内
の
整
理
や
お
湯
を
沸
か
す
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
沖

崎
、
松
本
の
二
人
で
水
場
に
降
り
る
。
水
場
径
や
水
場
に
異
常
は
無
く
、
持
参

し
た
ジ
ョ
レ
ン
や
ノ
コ
の
出
番
は
無
か
っ
た
。
水
場
の
水
量
も
豊
富
で
、
各
々

７
リ
ッ
タ
ー
の
ポ
リ
タ
ン
を
小
屋
に
運
ん
だ
。 

お
昼
前
に
な
り
、
管
理
棟
横
で
薪
火
を
囲
ん
で
昼
食
を
摂
る
。
話
は
尽
き
な
い

が
予
定
時
刻
が
近
づ
き
、
午
後
１
時
半
過
ぎ
に
下
山
す
る
。 

沖
崎
、
吉
岡
、
畑
林
の
３
台
に
各
々
が
乗
り
込
み
約
９
㎞
先
の
距
離
標
４
８
３
、

東
屋
岳
登
山
口
に
向
か
う
。
下
山
予
定
時
間
午
後
３
時
の
５
分
位
前
に
到
着
、

昨
年
は
こ
こ
で
２
時
間
ほ
ど
待
っ
た
の
で
、
今
回
も
一
時
間
位
は
覚
悟
し
て
い

た
が
、
到
着
し
て
１
０
分
ほ
ど
で
山
川
さ
ん
の
「
お
ー
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え

た
。
下
山
し
た
山
川
さ
ん
に
よ
る
と
、
あ
と
１
０
分
で
全
員
降
り
て
く
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
予
定
時
刻
通
り
で
長
時
間
待
つ
こ
と
は
無
か
っ
た
。 

 

こ
の
日
は
先
日
崩
落
で
通
れ
な
く
な
っ
た
池
郷
林
道
に
続
き
、
Ｒ
１
６
８
風

屋
で
崩
落
通
行
止
め
が
あ
り
、
迂
回
路
と
し
て
Ｒ
４
２
５
を
利
用
す
る
車
が
多

か
っ
た
。 

 

２
０
人
の
多
数
の
参
加
、
初
対
面
の
方
も
お
ら
れ
る
し
、
女
性
も
６
名
を
数

え
る
。 

今
回
の
コ
ー
ス
は
地
蔵
岳
前
後
に
ク
サ
リ
場
が
続
く
。
年
も
重
ね
て
き
て
い
る

し
年
々
大
丈
夫
か
？
と
、
そ
の
心
配
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
。 

安
全
第
一
、
無
理
す
る
な
の
方
針
か
ら
も
今
後
の
参
加
者
を
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

限
定
・
選
別
を
す
る
必
要
も
あ
る
か
。
皆
さ
ん
を
Ｒ
４
２
５
で
出
迎
え
た
が
、

何
事
も
無
く
ホ
ッ
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 

行
動
タ
イ
ム 

 
08

：45

下
北
山
村
役
場09

：14

白
谷
林
道
ゲ
ー
ト11

：1
0

持
経
宿
→1

2

：

36

平
治
宿13

：13

→14

：00

持
経
宿14

：48

→15

：26

白
谷
林
道
ゲ
ー
ト 

  

【
笠
捨
山
班
】 

 
Alena

さ
ん
の
勤
行
後
、
記
念
撮
影
を
終
え
て
旧
逓
信
道
班
と
笠
捨
山
班
１

７
名
は
出
発
。
私
は
沖
崎
さ
ん
よ
り
連
絡
用
の
無
線
機
を
預
か
る
。 

 
 

 

旧
逓
信
道
分
岐 

 
 
 

 

テ
ー
プ
を
付
け
る 

 
 
 

 
 

笠
捨
山
々
頂 

尾
根
道
の
奥
駈
道
を
吹
き
抜
け
る
風
は
冷
た
い
。
１
０
分
ほ
ど
で
旧
逓
信
道
分

岐
に
着
き
、
旧
逓
信
道
を
行
く
５
名
と
別
れ
、
笠
捨
山
に
向
け
奥
駈
道
を
南
下

す
る
。
八
代
金
剛
童
子
の
檜
を
写
真
に
収
め
る
、
私
は
、
何
百
年
も
風
雪
や
雷



雨
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
耐
え
て
き
た
こ
の
木
が
好
き
で
、
い
つ
も
生
き
る
希
望

を
与
え
て
く
れ
る
、
と
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
。 

 
 

 

葛
川
辻 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

ス
プ
レ
ー
で
マ
ー
ク 

 

少
し
進
む
と
ア
セ
ビ
の
木
が
道
を
塞
い
で
お
り
、
山
川
さ
ん
が
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
切
り
払
う
。
こ
の
道
は
昨
年
１
１
月
末
に
靡
看
板
の
設
置
で
通
っ
た
ば
か
り

な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
る
個
所
は
無
い
が
、
笠
捨
山
の
登
り
の
中
腹
に

あ
る
標
識
を
付
け
た
場
所
に
ト
ラ
ロ
ー
プ
を
張
り
、
道
を
右
側
に
誘
導
す
る
よ

う
に
、
と
の
こ
と
で
児
嶋
、
岩
本
の
両
氏
が
倒
木
を
利
用
し
て
ロ
ー
プ
を
設
置

す
る
。
児
嶋
さ
ん
は
赤
テ
ー
プ
を
随
所
に
巻
か
れ
て
、
道
迷
い
の
防
止
策
を
講

じ
ら
れ
た
。
作
業
し
な
が
ら
な
の
で
、
先
行
の
皆
さ
ん
と
は
か
な
り
遅
れ
て
笠

捨
山
々
頂
に
到
着
。
小
休
止
の
後
、
旧
逓
信
道
班
が
待
つ
２
６
番
鉄
塔
を
目
指

し
て
下
り
始
め
る
。
テ
ー
プ
を
巻
く
作
業
を
し
な
が
ら
な
の
で
、
皆
さ
ん
と
は

少
し
遅
れ
た
が
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
鉄
塔
に
到
着
。
先
着
組
は
昼
食
の
最
中
、

「
コ
ジ
マ
カ
フ
ェ
」
も
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
今
日
は
コ
ッ
プ
が
不
足
で
全
員
に

は
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
。 

昼
食
後
、
最
難
関
の
槍
ヶ
岳
・
地
蔵
岳
を
越
え
る
の
で
、
気
を
引
き
締
め
て
出

発
し
た
。 

（
記
；
濱
野
、
写
真
；
岩
本
） 

行
動
タ
イ
ム 

 
09

：15

行
仙
宿
→09

：25

旧
逓
信
道
分
岐
→09

：35

八
大
金
剛
童
子
→11

：

10

笠
捨
山
々
頂
→11

：50

葛
川
辻
→12

：05

２
６
番
鉄
塔 

  

【
笠
捨
山
捲
き
道
（
旧
逓
信
道
）
班
】 

 
 

 
 

 

池
郷
林
道
の
崩
落
現
場 

 
 

 
 
 
 

 
 

白
谷
ト
ン
ネ
ル 

 

池
郷
林
道
が
崩
落
し
て
通
行
で
き
な
い
と
の
情
報
が
あ
っ
た
の
で
、
少
し
早

め
に
家
を
出
て
林
道
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
。
崩
落
は
池
原
か
ら
１
㎞ 

足
ら

ず
の
所
で
、
高
さ
１
０
ｍ
ほ
ど
の
所
か
ら
林
道
を
含
め
た
全
体
が
池
郷
川
に
落

ち
て
し
ま
っ
て
い
た
。
斜
度
は
４
０
度
位
で
、
車
は
勿
論
、
歩
い
て
も
通
過
す

る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
の
後
白
谷
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
止
め
解
除
を
確
認

し
て
登
山
口
に
向
か
っ
た
。 



 
行
仙
宿
を
出
発
、
捲
き
道
分
岐
で
笠
捨
山
班
と
別
れ
て
４
人
で
捲
き
道
（
旧 

逓
信
道
）
を
行
く
。
後
ろ
か
ら
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
、Alena

さ
ん
が
捲
き
道
を

通
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
一
緒
に
行
き
た
い
と
申
し
出
ら
れ
、
５
名
で
捲
き

道
を
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

ロ
ー
プ
を
付
け
直
す 

 
 
 

奥
駈
道
に
合
流 
 
 
 

 
 

笠
捨
山
班
が
到
着 

２
４
番
鉄
塔
先
の
ベ
ン
チ
で
小
休
止
。
２
月
２
１
日
に
倒
木
処
理
に
来
た
ば
か

り
な
の
で
、
登
山
道
の
状
態
に
変
化
は
無
い
。
落
ち
て
い
る
枯
枝
を
除
き
な
が

ら
進
む
。
吉
岡
さ
ん
が
外
れ
て
い
た
ロ
ー
プ
を
付
け
直
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

奥
駈
道
に
合
流
す
る
ま
で
に
斜
木
を
２
本
切
除
、
登
山
道
に
異
常
は
無
か
っ
た
。 

奥
駈
道
に
出
る
手
前
で
、
笠
捨
山
班
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
５
分
後
に
山
頂
を
出

発
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
奥
駈
道
分
岐
で
皆
が
降
り
て
く
る
の
を
待
っ

た
。
１
５
分
程
で
先
頭
が
到
着
し
、
皆
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
２
６
番
鉄
塔
広

場
を
目
指
す
。
ち
ょ
う
ど
１
２
時
に
鉄
塔
広
場
到
着
、
風
の
当
た
ら
な
い
南
側

で
昼
食
と
し
た
。
児
嶋
さ
ん
と
岩
本
さ
ん
は
テ
ー
プ
を
付
け
な
が
ら
で
、
５
分

程
遅
れ
て
到
着
し
た
。 

 
 

 
 

 

２
６
番
鉄
塔
で
昼
食 

 
 

倒
れ
た
標
識
を
立
て
直
す 

 
 

ク
サ
リ
の
点
検 

 
 

 
 

 

地
蔵
岳
西
側
の
ク
サ
リ 

 
 

 

突
き
出
た
木
を
切
る 

 
 

 
 

四
阿
之
宿 

 

昼
食
後
、
地
蔵
岳
を
目
指
す
が
、
高
橋
君
が
電
源
巡
視
路
を
行
き
か
け
た
。

標
識
の
杭
が
腐
っ
て
倒
れ
て
い
て
、
踏
み
跡
が
は
っ
き
り
し
た
巡
視
路
に
惑
わ



さ
れ
て
し
ま
う
。
倒
れ
て
い
た
標
識
を
立
て
直
し
、
奥
駈
道
の
ア
セ
ビ
を
一
本

切
っ
て
道
を
判
り
や
す
く
し
た
。 

地
蔵
岳
周
辺
の
ク
サ
リ
点
検
は
、
児
嶋
、
岩
本
の
２
名
が
最
後
尾
で
行
っ
た
。

シ
ャ
ッ
ク
ル
に
緩
み
が
な
い
か
を
確
認
し
、
確
認
済
み
の
個
所
に
ス
プ
レ
ー
で

印
を
つ
け
た
。
２
ヶ
所
に
若
干
の
緩
み
が
あ
っ
た
。 

地
蔵
岳
前
後
に
も
倒
木
は
無
く
、
ク
サ
リ
の
途
中
に
突
き
出
し
て
い
た
枯
れ
木

を
２
ヶ
所
で
切
断
し
た
だ
け
だ
っ
た
。 

東
屋
岳
に
到
着
、
先
発
組
は
殆
ど
が
下
山
に
向
か
っ
て
い
て
、Alena

さ
ん
を

含
む
４
名
が
休
憩
し
て
い
た
。
後
続
は
児
嶋
さ
ん
等
３
名
が
ま
だ
到
着
し
て
お

ら
ず
、
４
名
が
出
発
し
た
後
四
阿
之
宿
跡
ま
で
戻
っ
て
後
続
を
待
っ
た
。 

５
分
ほ
ど
待
っ
て
児
嶋
さ
ん
等
が
到
着
、
下
山
を
開
始
す
る
。 

 
 

 
 

 

間
伐
さ
れ
て
い
た 

 
 

 

Ｒ
４
２
５
に
降
り
る 

 
 

補
給
路
登
山
口
に
帰
着 

 

Ｒ
４
２
５
ま
で
の
植
林
帯
は
間
伐
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
ま
だ
葉
が
緑
色
の

杉
が
多
数
横
た
わ
っ
て
い
た
。
登
山
道
に
か
か
る
所
は
切
り
除
け
ら
れ
て
い
て
、

以
前
よ
り
も
道
が
判
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
。 

国
道
迄
休
ま
ず
に
歩
い
て
一
時
間
弱
で
下
山
し
、
沖
崎
さ
ん
等
の
出
迎
え
を
受

け
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

行
動
タ
イ
ム 

 
09

：25

旧
逓
信
道
分
岐
→11

：22

奥
駈
道
分
岐11

：38

→12

：00

２
６
番

鉄
塔12

：40

→13

：25

地
蔵
岳
→14

：10

東
屋
岳
→15

：08

Ｒ
４
２
５
→1

5

：

36

補
給
路
登
山
口 

 


